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開通式で行われ三代夫婦渡 り初め

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
国
道
３
２
５
号
草
部
バ
イ
パ
ス

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
二
月
二
十
六
日
、
開

通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
通
し
た
の
は
、
草
部
の
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南

草
部
南
部
支
所
横
か
ら
永
野
原

・
小
楢
木

ま
で
の
約

一
・
六
％
キ
ロ。
途
中
の
栃
原
川

に
は
、
吉
見
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
高
さ
四

十
＝
、
長
さ
九
十

一
＝
、

幅
十

一
＝
の
橋
が
架
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
総
事
業
費

は
十
二
億
円
。
こ
の
バ
イ
パ
ス
の
開
通
で
、

今
ま
で
幅
員
が
狭
く
カ
ー
ブ
の
多
か

っ
た

旧
道
よ
り
約
〇

・
九
キ
ロ
距
離
が
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

雨
の
た
め
会
場
を
草
部
中
学
校
に
移
し

て
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、
関
係
者
約
百
人

が
出
席
。
神
事
の
後
、
今
村
町
長
が

『草

部
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、
今
年
か
ら

建
設
予
定
地
の
物
産
館
や
奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン

プ
場
、
特
産
品
加
工
場
を
核
と
し
て
、
産

業
、
経
済
、
観
光
の
発
展
に
期
待
さ
れ
ま

す
」
と
あ
い
さ

つ
。
県

一
の
官
土
木
事
務

所
の
建
部
所
長
の
工
事
経
過
報
告
や
草
村

県
議
ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
バ
イ
パ

ス
建
設
を
し
た
業
者
に
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
吉

見
橋
に
移
動
し

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
あ
り
、
草
部

。
灰
原

の
田
上
則
行
さ
ん
（８２
）
、ケ
サ
エ
さ
ん
（７９
）

ら

一
組
の
親
子
三
代
夫
婦
が
渡
り
初
め
を

し
て
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

国
道
３
２
５
号
は
、
福
岡
県
久
留
米
市

か
ら
高
千
穂
町
ま
で
の
九
十
五

・
三
キ
ロ。

重
要
な
幹
線
道
路
で
す
。

▽
訂
正
　
３
月
号
１２
ペ
ー
ジ
香
典

返
し
の
甲
斐
利
雄
さ
ん
は
、
甲
斐
　
“

利
男
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

編

集

後

記

温
泉
館
建
設
＼
奥
阿
蘇
キ
ャ
ン

プ
場
の
建
設
、
物
産
館
の
建
設
＼

高
森
峠
の
開
発
と
＼
平
成
五
年
度

の
幕
開
け
は
＼
い
ま
ま
で
と
は
違

っ
た
観
光
の
拠
点
を
目
指
し
て
第

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
讀

す
。
車
部
バ
イ
パ
ス
の
開
通
で
更

に
観
光
の
発
展
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
本
町
～
高
千
穂
町
間
＼

ま
だ
ま
だ
未
改
良
部
分
ど
あ
り
讀

す
。新
し
い
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
、

早
期
改
良
が
望
ま
ね
ま
す
。
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一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

讀
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

層
V広 報

人□の動き
(3月 4日現在 )
世帯数 2,530(-6)
男  3,995(-19)
女  4,289(-6)
総 数 8,284(-25)

▲初午の大祭

君三‐滋げます敬″]ヽ⊃:1

赤 ち や ん

だんじよう

津留 睦月ちゃん
(高 森)1・ 30生

松本 梨絵ちゃん
(高  森)2・ 13生

後藤美沙希ちゃん

(上色見)2・ 16生

後藤 未来ちゃん
(高 森)2・ 17生

卜
“
本ヽ 和奏ちゃん
(色 見)2・ 18生

(遺族) (死 亡者 )
後藤 イツ 後藤アキ

尾 下 野尻  進 野尻  勇 83
高 森 津留 :文雄 .津留ミサヲ 93
下 切 工藤 清高 工藤ミトリ 89
津 留 元村 幸敏 元村 松美 63
高 森 藤本 恭子 1寺脇 レイ 73
.中   矢津田 深 矢津田サカエ90

イキ 後藤 ノi久 80
幸男 佐藤 ウエ 69

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

■〈香典返し>後藤イツ、津
.尻
進、渡邊恭郎、工藤清高、

村上峯光、鶴林 11成、田上フミ・、佐藤

幸男、後藤イキ、 自石昭利
く一般〉高森総合建材株式会社 (創立

さんの長女

さんの二女

子楢本野 筑 61
渡邊 廣次 81
井上ンヅヲ 98

田上 光人 75

さん の長女

下田

村上マ

後藤

重

ルテ

林
―
石

鶴

白

鶴林

下

見

人林

下

ミ

ス

未

トナう)).

野留文雄、

井 上 光
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尾

色

高

尾

河

高

守

代

司
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子

保

苗

田智重

さんの二女

(1992.2月 受

９０
　
７１
　
０
　
お
　
８９

ズ

エ

来

夫

エ

の

秀

靖

泰

和

健

幸

英

早

満

こ

二1■

み
.さ んの二女

H色 見 本湾木野タカ
高 森
矢津田

郎

勝

蔵

光

保

恭
　
　
市

峯

英
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上
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渡

井

下

村

後
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